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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・準夜チーフ変更について

　2/9日（木）橘JGM→藤原香織NSに変更になりますので、周知お願いします。

・エレベーター定期点検について

2月のエレベーター定期点検を2/13（月）9：30～12：00実施しますので、周知お願いします。

・医事統計ミーティングについて

日程：2/8（水）16:00～

場所：４Ｆユーティリティ
※医事統計を進めていくにあたり、各病棟担当スタッフと話し合いを行います。担当スタッフは参加して下さい。

・マスク着用について

　最近マスク着用しているスタッフが多く見られます。顔が見えない事で患者様やご家族様が不安に感じる事も考えられますので、風邪症状の無いスタッフは着用を控えて下さい。

・インフルエンザについて

　スタッフのご家族内でインフルエンザA型・B型へ感染したと情報あります。注意報から警報へ変わっています。手洗い・嗽の徹底をしていき、感染予防をしていきましょう。又、面会の際は、手指消毒とマスク着用を徹底していきましょう。

・医療ガス研修について

　実技研修を、20日・23日・25日・27日のいずれかにカンファレンス内で実施しますので、周知お願いします。

・各研修について

　再雇用のスタッフに関して、参加者リストへ含まれない事となります。研修に参加した際は、各自名前の入力をお願いします。

　

・スタッフオフィスでの業務が目立つ為、ホールへ出て患者様と交流を持ち、情報収集を行うようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞
・中居　松男様～昨日スタッフ付き添いにて松尾歯科受診しています。X-P撮影、局所麻酔（左上）施行し残根歯の治療を実施しています。今後の予定として、根管治療→歯冠作成→義歯作成（上）となります。本人より、下の義歯が合わないとの訴え聞かれるも、下顎骨が消退しており調整が困難との事です。次回受診は2/8（水）となります。

・大釜　万知様～御家族より2/11（土）11：30～2/12（日）15：00まで外泊希望がありました。明日、主治医へ確認お願いします。

・倉橋　生子様～2/21（火）13：00～19：00迄、青山荘への施設体験利用の許可おりています。

・滝澤　久江様～失禁回数が増えている為、夜間のトイレ誘導を小まめにしていきましょう。又、ラバーシーツを使用しています。汚染した際は本人に洗濯をして頂きましょう。

＜定期薬変更＞

・菊池　明子様～バレリン（抗てんかん剤）（100）3T　3/ndE　　　　　　　止め。

　　　　　　　　フルボキサミン（精神神経用剤）（25）1T　1/ndE（夕）

炭酸リチウム（精神神経用剤）（100）3T　3/ndE　へ変更となっています。

＜田名部Drケースカンファ・診察＞

・菊地　明子様～自信の症状を「ソワソワ、動悸、不安があった」とはっきりした口調で主治医へ伝えています。主治医より、明日の定期処方内容変更になる事や薬の作用について説明を受けています。2/21（火）青山荘体験利用の為の外出許可おりています。

・倉橋　生子様～声高さや他者への干渉みられている事。出血の訴えあり、婦人科受診希望されている事を情報提供しています。本人より、日赤病院産婦人科の受診を希望されています。主治医より、今週の婦人科にて小坂Drに診察（陰部）をして頂き、出血の原因が判明しなければ、日赤病院受診を検討していく事を伝えられ、本人納得されています。

・林　田鶴子様～2/3（金）部屋移動を実施している事。独語ある事を情報提供しています。居室については、不満の訴えなく「暖かくなった」と話されています。主治医より幻聴についての問いに「真っ黒い地蔵」「浩宮様と昔付き合っていた」と話されています。今週末の外泊目的について「皿洗い、掃除、床みがき」と明確な目的を主治医へ伝えられています。

＜症例検討＞

菊池　明子様（58）　統合失調症

看護方針：青山荘入所へ向け、安定した生活を送れるよう援助していく。

本人希望：安定した状態になりたい。

・感情安定→薬剤調整（抗うつ）

・2/21（火）青山荘の体験利用（13：00～19：00）

→・前回は1時間弱の見学

・利用前後のフォロー

・今後の見通りについて明確にしていく。（入所可能な日程など）
・周期的に来る症状への対応（比較的に日数が短くなり、間があいている）

・本人の自己評価の低さ→自信付けを行う。

・症状について→本人きっかけは自覚ないも、状態については自覚あり。又、回復傾向になると言動が前向きとなっていく。
→本人にも対処法を見つけて頂く。

【病棟より】

・最低限の日課取り組みや調子に合わせて各プログラムへの参加をして頂いている。

出来ている所は評価をしていき、自信付けに繋げている。

・対人交流面のスキルアップ→認知的アプローチをしていく。






















